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1. 調査対象者  
 A 病院 NICU を退院し、小児科外来でフォローアッ
プ検診を受けている子どもの両親である。  
 
2. 調査期間  
2012 年 11 月〜2013 年 11 月  
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5. 分析方法   
分析は、SPSS20.0 を用いて、各項目別に単純集計と
記述統計を行い、父親と母親の２群間でχ 2 検定を行
った。統計学的有意水準は 5%とした。  
 









1. 回答率と対象の属性  
NICU を退院した子どもの両親 371 組（父親と母親
各 742 名）に調査票を配布し、154 組（308 名）より返
信があった（回収率 41.5%）。そのうち有効回答率は
97.4%であり、家族背景等の基本情報が記載されてい
る 150 組（300 名）を分析対象とした。アンケート回
答者の両親の年齢は、父親 20〜50 歳代（平均年齢 36.8
±6.1 歳）、母親 20〜40 歳代（平均年齢 34.7±5.0 歳）
であった。家族構成は、核家族 126 組（84.0%）、その
他 24 組（16.0%）であり、双胎児を養育している家庭
が 19 組あった（12.7%）。子どもの年齢は 0〜10 歳で、
内訳は 0 歳 78 名、1 歳以上 2 歳未満 28 人、2 歳以上 3
歳未満 16 名、3 歳以上 4 歳未満 10 名、4 歳以上 5 歳
未満 2 名、5 歳以上 6 歳未満 8 名、6 歳以上 8 名であ
った。男児 88 名・女児 81 名であった。出生時の平均
体重は 2111±48.9g（600〜3000g 台）、分娩様式は経膣
分娩 52 名・帝王切開分娩 91 名・不明 7 名であった。









2 名、行政の育児支援事業 38 名、学童保育 3 名、子育
て相談 21 名、有料の育児支援事業 7 名、子育てサーク
ル 28 名、会社の育児支援 8 名、電話相談 11 名、産前
休暇 35 名、産後休暇 40 名、育児休暇 41 名、その他 6
名であった。A 病院小児科外来のフォローアップ検診
における満足度については、「満足している」と回答し




















































と回答した父親は 84 名（56.4%）で、母親 64 名
（43.2%）と父親が多く、「時間を持てていない」と
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（112 名 /17.6%）、遊び（111 名 /17.4%）、着替え（98
名 /15.4%）、食事援助（93 名 /14.6%）、寝かしつけ
（71 名 /11.2%）、学習の援助（21 名 /3.3%）、その他
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χ 2 検定  
 




























































χ 2 検定 *p＜0.05  ** p＜0.01 
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χ 2 検定 *p＜0.05  ** p＜0.01 
 






































精神的な支えになっていると       










 12.584  
 
 0.002***  












χ 2 検定 *p＜0.05  ** p＜0.01 *** p＜0.005  
